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—— 金 博士 シリ— ズ • 8- 



海 野 十三 



なに を 感づいた もの か、 世界の 宝と いわれる、 例の 

きん はかせ シャン ハイ 

科学 発明 王 金 博士が、 このほど 上海 の 新聞に、 とんで 

もない 人騒がせの 広告 を 出した ものである。 

その 広告 文 を ここへ 抄録して みょう。 



ゼンセ 力 イジ ン ケィコ クブ ン 

全世界 人へ ノ警 告文 

余スナ ヮチ金 博士 は 〔# 「金 博士 は」 は ママ r 今 

フタ 

度 ヒソカ 二 感ズル トコロア リテ、 永年 ニ亘ル 秘密 



コク ハク コレ ムキ 

ノー 部ヲ 告白 スルト 共 二、 之ニサ シサヮ リアル 向 

ニ対シ 警告 ヲ発 スル 次第 ナリ。 抑々 今回 ノ 告白 

タイ ショウ ヒ卜マ 

対象 ハ、 余ガ 数十 年 以前 二 研究 二着 手シ、 一 先ズ 

チ ョ ゥキ セイジ ゲ ンパ クダ ン 

完成 ヲミ タル 「長期 性 時限爆弾」 二 関スル モノ 二 

シテ、 左記 二列 挙シ アル 十二 個ノ 物件 ハ、 ィズレ 

キタ 

モ来ル 十二月 二十 六日 ヲ以 テ、 満 十五 年ノ 時限 満 

期 二 達スル 爆弾 ヲ装 塡シ アル モノ 二 シテ、 右 期日 

イツ ハカ ハナ ハ ツキ 

以後 ハ 何時 爆発 スルャ モ計ラ レズ、 甚ダ 危険 二 付、 

n ノダ ン ンノ タメ ケィ n ク 

心 当 リノ 者ハ 注意 セラ ルル ヨウ 此段為 念 警告 ス 。 

さ 

とあって、 その 次 行に 「記」 としる し、 それから 博 



無理なら ぬ ことのよう にも 考えられる。 すなわち、 ま 

ず 第 一 号 を 読んで みると、 

一、 八角形 ノ 文字盤 ヲ 有シ、 其 ノ下ニ 振子 函 アル 

柱時計 二 シテ、 文字盤の 〔# 「文字盤の」 は マ 2 裏 

ニ赤キ 「チヨ ー ク」 ニテ 3036 ノ 数字 ヲ 記シァ 

ル モノ。 

と ある。 

冗談 じ やない。 この 説明に あるよう な 柱時計 は、 す 

ぐ 一 目で 特異性 を 看破し 得らる るよう な、 どこに もこ 



次の 第二 号 を 見る と、 こんな ことが 書いて あった。 

すなわち、 

コッ カツ ショク ミズ ガメ サカサ 

二、 ソノ 色、 黒褐色 ノ水甕 二 シテ、 底ヲ逆 ニス 

ルト、 赤キ 「ペンキ」 デ 4084 ノ 数字 ガ 記サレ 

タル モノ。 



その 次に 曰く、 

タケ タケ 力 ビン 

三、 丈が 〔# 「丈が」 は ママ〕 二 尺グラ イノ 花瓶、 

オヤ ュビ 

ロニ 拇指 ヲ置キ テ指ヲ 中二 サシ 入レテ 花瓶 ノ 内側 

チイ 

ヲサ グリ、 中指 ガァ タル トコ ロニ、 小サク 509 

ボ クシ ョ 

8 ト 墨書 シ ァリ。 

という わけで、 今度 は、 立派な 花瓶が 一 つの こらず、 

河の 中に 投げ こまれて しまった。 なるほど、 十五 年 前 

すみがき びん 

に 墨書し、 その後 十五 年間 瓶の 中に 水 を 張った ので は、 

おおと も くろぬ し 

大 伴の 黒 主の 手 を厝ら ずと も、 今日 5O900 の 文字 は 



消え失せて いるに 違いなかろう。 

さて、 その 次 は、 



シ ン ダイ 



四、 寝台。 木ヲ 組合 ヮセ テ作リ タル 丈夫 ナル モノ。 

台ノ 内側 又ハ 蒲団 綿ノ 中に、 朱筆 ヲ以テ 6033 

ト記シ タル 唐紙 片ヲ 発見 セ ラルべ シ。 

とほう 

途方もない 騒ぎと なった。 租界 中の 誰も 彼 もが、 白 

い 綿ぎ れ 、 鼠色 の 綿ぎ れ、 鼠の 小便く さ い 黒 綿ぎ れ を 

頭から かぶって、 何の こと はない 綿 祭りの ような 光景 

を呈 した。 



「だって、 そうじゃ ないか。 第一 は 柱時計、 第二 は 水 

甕、 第三 は 花瓶、 第 四 は 寝台と いう わけで、 今までの 

ところで、 この 租界の 中に 於て、 この 四つの 品に 限リ 

全部お しゃかに なって しまった ではない か。 われわれ 

は 今夜から 寝る の を 見合わせる わけに も 行かない。 つ 

まり 寝台 を 新たに 買い込まに やならぬ。 花瓶 はちよ つ 

えん み. 10- がめ 

と 縁 どお いが、 水 甕 だって 時計 だってす ぐ 新しく 買い 

込まに やならぬ。 そうなる と、 商人 は 素晴らしく 儲か 

るで はない か。 なにしろ ベら 棒に 沢山 売れる ことに 

なって いるから な あ。 それに 彼奴ら のこと じ やから、 

あしもと 

足 許 を 見て、 うんと 高く 値上げす るに きまって いる。 



つまり、 金 博士 は、 商人に 買収され て、 あんな 警告 文 

を 出した のにち がいない と 思う が、 どう だ この 見解 は 

…：- J 

ふだん とつとつ 

不断から 冷静 を 自慢して いる 一人の 男が、 咄々 とし 

て、 こんな 見解 をのべ たのであった。 

「なるほど ねえ、 それ は大 発見 だ」 

と、 相手の 大人が 手を敲 いた。 

おどろ 

「ね、 分る だろう。 だから、 あの 新聞広告 を 見て 愕 い 

て、 水 甕 を 割った リ、 寝台 をば らばら にした やつ は、 

おおまぬ 

大 間抜け だとい うこと さ。 だから、 第五 号 以下、 どん 

な ことが、 書き並べて あっても、 気にする ことなん か 



ぼうりゃく 

「ああなる ほど。 これ も やっぱり 金儲け 的 謀略 だつ 

たか」 

と、 先生 はうな ずいて 見せた が、 しかし 彼 は、 どう 

いう わけ か、 完全に 不安の 念から 放れた とまで はいか 

なかった。 
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互 t に 対立した 二 つの 見解が たしかに あつたので あ 



る。 

この 二つの 見解 は、 二十四日、 二十 五日の 両日に 於 

て、 互いに 追いつ 抜かれつ、 その 勢い を 競った ので あ 

るが、 いよいよ 金 博士 警告の 爆発 予定日た る 二十 六日 

の 朝になる と、 爆発 論者 は 勿論の こと、 昨日までの 不 

発 論者た ち すら、 一せ いに 荷物 を まとめて、 エディ- 

ホテル 附近から どんどん 避難 を 開始した のであった。 

大きな 口 をき いていた 彼等 さえ、 やっぱり 気持が わる 

くな つたら しい。 してみ ると、 金 博士の 信用なる もの 

は、 この 土地で は 仲々 大した ものであると いわな けれ 

ばなら ない。 



そのころ、 当の 金 博士 はどうして いたかと いうのに、 

じょ うじ ゆ 1 つ 

彼 は 常住の 地下室から、 更に 百メ— トル も 下った 別 

ちっきょ 

室に 避難し、 蟄居して しまった。 それ は、 二十 六日の 

爆弾の 破片から 身 をの がれる ためではなくて、 博士が 

そうてん 

十五 年 前に 装塡 した 長期 性 時限爆弾 に関して、 問い 合 

わせに 殺到した 官界 財界 その他 ありと あらゆる 職業 部 

がいさん 

面の、 概算 三千 人の 群衆から のがれる ためであった。 

こと 

なにしろ そういう 人々 は 事 生命 財産に 関係す る こと だ 

とあって、 衣服が 破れ、 鼻血 を 出し、 靴の 脱げ 落ちる 

ことな ど 一 向 意に 介せ ず、 文字 どおり 博士め がけて 殺 

到した ことと て 博士が そのまま この 群衆 を 引受けよう 



や 金 博士の 手製になる あやしき 爆弾が、 十五 年間 も 

きざ 

じっと 正しき 時 を 刻んで、 正確なる 爆発 を …… 」 

残念ながら、 咄々 先生の 言葉 は、 これ 以上 録音す る 

ことが 不可能の 事態と は 相 成った。 なぜ なれば、 咄々 

いち ま つ 

先生の 舌が、 一抹の 煙と 化して しまったから である。 

もちろん 舌ば かりで はない、 咄々 先生の 軀 ごと 煙と 

なって、 空中に 飛散して しまったの であった。 咄々 先 

生が 背に していた 礎石 は、 正直に 大 爆発 を 遂げた ので 

あった。 時刻 は 正に 二十 六日の 午前 九 時 三十 分 II い 

や、 こんな 時刻の ことなん か、 読者に は 一向 興味の な 

いこと であろう。 それより は、 その 礎石の 爆発に 端 を 



まてん かく 

発して、 かの 二十 五 階の 摩天閣 たる エディ. ホテルが 

安定 を 失って、 ぐらぐらと 傾き 始めた かと 思う と、 

ちじく 

地軸が 裂ける ような 一 大 音響 をた てて とうとう 横た お 

たち ま あびきょうかん ちまた 

しにた おれて しまい、 地上 は 忽ち 阿鼻叫喚の 巷と 化 

つちけむり かえん 

し、 土煙と 火焰 とが、 やがて 租界 をお し 包んで しまつ 

とうか い 

たこと、 そして 礎石の 爆発より ホテルの 完全 倒壊まで 

約 一 分 十七 秒 を 費 したと いう 数字の 方が、 より 一 層 

しげき 

読者の 科学す る 心 を剌戟 する ことであろう。 

それに 引続いて、 この 租界で は、 大小 三回の 爆発が 

あった。 ホテルの 礎石の 爆発と を 合わせて、 四 回の 爆 

発が あった わけ だ。 いずれも、 それ 相当の 手応が あつ 



その 間に も、 金 博士に、 なんとかして 面会の チャン 

スを摑 もうと する 決死 的 訪問客 は、 入れ かわり 立ち か 

わり 博士の 地下室に 殺到した ので あるが、 博士 は 常に 

油断 をせ ず、 つい ぞ 彼等の 前に 姿 を 現した ことが な 

かった。 

ぼくせき 

しかしながら、 博士 も 木石で はない。 一週間 も 二 週 

間 もこん なと ころに 籠城 している のに 飽きて きた。 
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を 想い出した 今と なって は、 もはや そんな こと をい つ 

て いられない。 幸いに も、 人の 噂 も 七十 五日と いう、 

そこまで は 経って いないが、 あれから もう 三 週間 もす 

ぎている- J と ゆえ、 多分もう 大丈夫だろう という 予想 

もあって、 博士 は 遂に 電話 を 外へ かけさせ たので ある。 

劉 洋行の 店の 者が、 電話口に 出て 来た。 

「はいはい、 毎度 ありがとう ござい。 こち は 劉 洋行で 

ございます」 

「おお、 劉 洋行 かね。 おれ は 金 博士 じ やが、 なんとか 

わ かね 

して 燻製 もの を頒 けて くれ。 お金に 糸目 はっけんから 

のう」 



さ だ 

さの もので しょうか。 定めし、 ずいぶん 小さい ので 

しょうな あ」 

「時限爆弾の 大きさ かね。 それ は 大き いのも 小さい の 

も いろいろ 有る がね。 今まで 造った うちで 極く 小さい 

ものと いうと、 婦人の 持って いる コンパクト ぐらい 

お ま 

じ やね。 わしが 今 覚えて いる 第 8888 8 号と いう 時 

こんじきさん ぜん 

限 爆弾 は、 金色 燦然た る コンパクト そのもので ある。 

パ ウダ ー の 下に、 一 切の 仕掛けと 爆薬と が 入れて ある」 

「それ は 危険です ね。 金色の コンパクトで、 第 888 

88 号でした ね。 さあ、 なんとかして、 その 運の 悪い 

貴婦人に 警告し て やら ねばなる ま い 」 



センチ わき リ 

糲 ぐらいの 輪 切に な つ て 居ります ので、 お 皿に のせて、 

ナイフと フォ— クで 召し あがれます」 

「おお、 そうか。 そいつ は 素敵 だ。 じゃあ、 うまそう 

きれ 

なと ころ を 一 片、 大 至急 届けて くれ」 

なまつば 

博士 は、 電話 を かけながら、 ごくりと 生唾 をのみ こ 

んだ。 
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うわばみ くんせい 

それから 一 時間ば かりして、 待望の 蟒 の 燻製が、 

金 博士の 地下^へ 届けられた。 

秘書が、 そのこと を 博士に 知らせに やって きた。 

「う ふふん。 お前の 知らせ を 待つ まで もな く 燻製 を 

もってき たこと は、 ちゃんと 知って おる わい。 それよ 

テ— ブル 

り も、 早く 卓子のう えに 皿 や フォ— クを 出して、 すぐ 

喰べ られ るよう にして くれ。 ぐずぐずして いると、 お 

れは 気が 変にな り そうじゃ からのう」 

かんてん じ う 

博士が 燻製に あこがれる こと、 実に、 旱天が 慈雨 を 

待つ の 想いであった。 秘書 は、 びっくりして、 引 込ん 

だ。 



「とうとう ありついた ぞ、 燻製に！ 燻製の 蟒 —— 蟒 

は、 ちょっと 膚が 合わない ような 気 もす るが、 しかし 

喰って みれば、 案外うまい もの かもしれ ない。 そうだ。 

じきょくがら ぜいたく 

時局柄、 贅沢 はいわない ことじ や。 それにしても、 あ 

の 秘書め、 何 を ぐずぐず している のじ やろう」 

力— テンの 向う から、 秘書の 咳き払いが 聞え た。 

ととの 

「お ほん、 食事の 御用 意が 整 いまして ございます」 

「おお、 待ち かねた。 今、 そこへ 行く ぞ」 

とたん 

食事の 用意が 出来た と 聞いた 途端に、 博士 はまる で 

条件反射の 実験台の 犬の ように、 どうと 口中に 湧き^ 

だえき なか 

でた 唾液 を 持て あましながら、 半ば 夢中に なって 隣室 



何とかな らん もの か …… 」 

「で、 その 何であります が、 そうそう、 あの 電話中に、 

長期 性 時限爆弾の 大きさに ついての お 話が ありました 

しょ. I つ 

が、 極く 小なる ものに 至って は コンパクト ぐらいだ 

そうで 」 

「そうだよ。 どうも この 味が もう 一 歩 …… 」 

「そこで、 何で ございますな あ、 その コンパクト 型 爆 

じゅんきん 

弾で、 純金で もってお 作リ になった ものが ありまし 

たそうで …… 」 

ナンキンろ ウイ ン ド 

「あつたよ。 すばらしい 出来の もので、 南京 路の飾 窓 

に 出て いるの を 有名な アフリカ 探検家 ドル セット 侯爵 



り 出した。 しかも その 表に は、 KD と、 あきらかに ド 

かしらもじ 

ルセ ッ ト 侯爵夫人 の 頭文字が うって あるの さえ 見えた。 

せつな こがらし ちょうちん 

その 刹那、 博士の 顔が 絶望に 木枯の 中の 破れ 堤 灯の 

ように 歪んだ。 …… 

だいばく おん 

秘書が 階段の 途中で 大 爆音 を 耳に したの は、 実に そ 

の 次の 瞬間の ことであった。 ああ 偉大なる 発明 王 金 博 

いんが おぐ る ま 

士も、 因果 はめぐ る 小 車の それで、 自ら 仕掛けた 長期 

うしな 

性 時限爆弾の 炸裂の ために、 ついに 一命 を 喪った の 

ではない かと 思う ので あるが、 果してそう であろう か、 

どうじ やろう か。 
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